
JP 4790895 B2 2011.10.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
陰極ドライバにより有機ＥＬパネルの陰極線を線順次に電源電位から接地電位にして走査
し、線順次の各走査期間に陽極ドライバにより有機ＥＬパネルの任意の陽極線を定電流で
駆動して、有機ＥＬパネルに含まれる任意の有機ＥＬ素子を所望の輝度で発光させる単純
マトリックス駆動方式の有機ＥＬ表示装置の駆動方法において、
前記各走査期間の間にブランキング期間を設け、この各ブランキング期間の直後の走査期
間に定電流で駆動される陽極線を、前記各ブランキング期間に前記定電流より大きい大電
流で駆動するものとし、
前記大電流から定電流の駆動への切替え時点が、前記各ブランキング期間の終了時点より
前である
ことを特徴とした有機ＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項２】
前記各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線の電位が、前記各
ブランキング期間の終了時点で、前記所望の輝度で発光するときの有機ＥＬ素子の順方向
電圧の電位に略等しくなるように前記大電流で駆動することを特徴とした請求項１記載の
有機ＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項３】
前記大電流での駆動の開始時点が、前記各ブランキング期間の開始時点と同一であること
を特徴とした請求項１又は２に記載の有機ＥＬ表示装置の駆動方法。
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【請求項４】
前記大電流での駆動が、前記各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される
陽極線のうち直前の走査期間に定電流で駆動されなかった陽極線に対してのみであり、直
前の走査期間に定電流で駆動された陽極線に対しては、前記大電流での駆動期間、前記定
電流で駆動することを特徴とした請求項１～３のうちの一つに記載の有機ＥＬ表示装置の
駆動方法。
【請求項５】
前記大電流での駆動が、前記各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される
陽極線の電位を前記各ブランキング期間の開始時点で一旦接地電位にしてから開始される
ことを特徴とした請求項１又は２に記載の有機ＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項６】
有機ＥＬパネルの陰極線を線順次に電源電位から接地電位にして走査する陰極ドライバと
、前記線順次の各走査期間に有機ＥＬパネルの任意の陽極線を定電流で駆動する陽極ドラ
イバとを具備して有機ＥＬパネルに含まれる任意の有機ＥＬ素子を所望の輝度で発光させ
る単純マトリックス駆動方式の有機ＥＬ表示装置の駆動装置において、
前記陰極ドライバが、前記各走査期間の間にブランキング期間を設けて走査するとともに
、前記陽極ドライバが、前記各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される
陽極線を、前記各ブランキング期間に前記定電流より大きい大電流で駆動し、
前記陽極ドライバが、前記各ブランキング期間の終了時点より前に前記大電流から定電流
の駆動へ切替える
ことを特徴とした有機ＥＬ表示装置の駆動装置。
【請求項７】
前記陽極ドライバが、前記各直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線の電位が、前記
各ブランキング期間の終了時点で、前記所望の輝度で発光するときの有機ＥＬ素子の順方
向電圧の電位に略等しくなるように前記大電流で駆動することを特徴とした請求項６に記
載の有機ＥＬ表示装置の駆動装置。
【請求項８】
前記陽極ドライバが、前記各ブランキング期間の開始と同時に前記大電流での駆動を開始
することを特徴とした請求項６又は７に記載の有機ＥＬ表示装置の駆動装置。
【請求項９】
前記陽極ドライバが、前記各直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線のうち直前の走
査期間に定電流で駆動されなかった陽極線に対してのみ前記大電流で駆動し、直前の走査
期間に定電流で駆動された陽極線に対しては、前記大電流での駆動期間、前記定電流で駆
動することを特徴とした請求項６～８の何れかに記載の有機ＥＬ表示装置の駆動装置。
【請求項１０】
前記陽極ドライバが、前記各直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線の電位を前記各
ブランキング期間の開始時点で一旦接地電位にしてから前記大電流での駆動を開始するこ
とを特徴とした請求項６又は７に記載の有機ＥＬ表示装置の駆動装置。
【請求項１１】
前記陽極ドライバが、前記大電流および定電流を供給する出力用トランジスタと、この出
力用トランジスタを大電流制御および定電流制御するプリドライバ部とを有することを特
徴とした請求項６～１０の何れかに記載の有機ＥＬ表示装置の駆動装置。
【請求項１２】
前記陽極ドライバが、外部から供給され内部で前記各陽極線に対応するためシリアル／パ
ラレル変換された駆動信号と、外部から供給され前記ブランキング期間以内のパルス幅を
有する大電流制御信号とに基づき前記各駆動を行う出力回路を各陽極線ごとに有し、前記
各出力回路が、接地電位を供給するＮチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタと、このＮチ
ャネル型出力用ＭＯＳトランジスタとでＣＭＯＳ構成され前記大電流および定電流を供給
するＰチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタと、前記Ｐチャネル型出力用ＭＯＳトランジ
スタのゲートを制御するプリドライバ部と、前記駆動信号および大電流制御信号に基づき
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前記Ｎチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタのゲートおよび前記プリドライバ部を制御す
る制御部とを有することを特徴とした請求項６～１０の何れかに記載の有機ＥＬ表示装置
の駆動装置。
【請求項１３】
前記プリドライバ部が、接地電位を供給するＮチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタと、
電源電位を供給するＰチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタと、定電流制御電位を供給す
るトランスファゲートとを有することを特徴とした請求項１２記載の有機ＥＬ表示装置の
駆動装置。
【請求項１４】
前記陽極ドライバが、前記有機ＥＬパネルを２のｋ乗階調表示するために２のｋ乗階調表
示に対応する定電流で駆動することを特徴とした請求項６～１０の何れかに記載の有機Ｅ
Ｌ表示装置の駆動装置。
【請求項１５】
前記陽極ドライバが、外部から供給され内部で前記各陽極線に対応するためシリアル／パ
ラレル変換されたｋビットの駆動信号と、外部から供給され前記ブランキング期間以内の
パルス幅を有する大電流制御信号とに基づき前記各駆動を行う出力回路を各陽極線ごとに
有し、前記各出力回路が、ＣＭＯＳ構成で接地電位を供給するＮチャネル型出力用ＭＯＳ
トランジスタ、および前記大電流と定電流とを供給するｋ個並列のＰチャネル型出力用Ｍ
ＯＳトランジスタと、前記各Ｐチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタのゲートを制御する
ｋ個のプリドライバ部と、前記駆動信号および大電流制御信号に基づき前記Ｎチャネル型
出力用ＭＯＳトランジスタのゲートおよび前記各プリドライバ部を制御する制御部とを有
することを特徴とした請求項１４記載の有機ＥＬ表示装置の駆動装置。
【請求項１６】
前記各プリドライバ部が、接地電位を供給するＮチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタと
、電源電位を供給するＰチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタと、定電流制御電位を供給
するトランスファゲートとを有することを特徴とした請求項１５記載の有機ＥＬ表示装置
の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、単純マトリクス方式の有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）表示装置の駆動
方法および駆動装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
単純マトリクス方式の有機ＥＬ表示装置は、図９に示すように、有機ＥＬパネル１００と
、この有機ＥＬパネル１００を駆動する駆動装置２００とで構成されている。有機ＥＬパ
ネル１００は、ガラス基板上に有機薄膜を透明電極からなる陽極線Ａ1 ～Ａmと金属電極
からなる陰極線Ｃ1 ～Ｃnとで挟み、両電極線の交差部を等価回路がダイオードと、これ
に並列接続された寄生容量とで表わされる有機ＥＬ素子Ｅ1,1 ～Ｅm,nとして、マトリク
ス状の画素を形成した構造である。駆動装置２００は、陽極線Ａ1 ～Ａmに電気的接続さ
れる陽極ドライバ２１０と、陰極線Ｃ1 ～Ｃnに電気的接続される陰極ドライバ２２０と
で構成されている。陰極ドライバ２２０により陰極線Ｃ1 ～Ｃnを一定の時間間隔で線順
次に走査するとともに、この走査期間に陽極ドライバ２１０により陽極線Ａ1 ～Ａmを駆
動することにより、任意の交点位置の有機ＥＬ素子Ｅi,jを発光させるようにしたもので
ある。
【０００３】
次に、駆動装置２００としての従来の駆動装置３００について図１０および図１１を参照
して説明する。図１０において、駆動装置３００は、陽極ドライバ３１０と、陰極ドライ
バ３２０とで構成され、陽極ドライバ３１０は、有機ＥＬパネル１００の各陽極線Ａ1 ～
Ａmに電気的接続される出力端子ＯＡ１～ＯＡｍと、駆動信号Ｄ１～Ｄｍに基づき各出力
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端子ＯＡ１～ＯＡｍに有機ＥＬ素子Ｅ1,1 ～Ｅm,nを所望の輝度で発光させることができ
る定電流ＩF1または発光停止させる接地電位を供給するｍ個の出力回路３３０とを有し、
陰極ドライバ３２０は、有機ＥＬパネル１００の各陰極線Ｃ1 ～Ｃnに電気的接続される
出力端子ＯＣ１～ＯＣｎと、走査信号Ｓ１～Ｓｎに基づき各出力端子ＯＣ１～ＯＣｎに電
源電位ＶDDまたは接地電位を供給するｎ個の出力回路３５０とを有している。尚、駆動信
号Ｄ１～Ｄｍは、外部から陽極ドライバ３１０にシリアルに供給され、陽極ドライバ３１
０内の図示しない回路でパラレルに変換されるとともにレベル変換されて出力回路３３０
に供給される。また、走査信号Ｓ１～Ｓｎは、外部から陰極ドライバ３２０にスタート信
号ＳＴが供給され、陰極ドライバ３２０内の図示しない回路で順次のパルスに変換される
とともにレベル変換されて出力回路３５０に供給される。各出力回路３３０，３５０は、
出力端子ＯＡ１に接続された出力回路３３０、および出力端子ＯＣ１に接続された出力回
路３５０のみ回路構成を図示し、他の出力回路３３０，３５０は同一回路構成であり図示
を省略している。
【０００４】
出力端子ＯＡ１に接続された出力回路３３０は、定電流ＩF1および接地電位を供給するＣ
ＭＯＳ構成のＰチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタ３３１およびＮチャネル型出力用Ｍ
ＯＳトランジスタ３３２と、ＭＯＳトランジスタ３３１をオフ制御するためにＭＯＳトラ
ンジスタ３３１のゲートを電源電位ＶDDに接続するＰチャネル型制御用ＭＯＳトランジス
タ３３３と、ＭＯＳトランジスタ３３１を定電流制御するためにＭＯＳトランジスタ３３
１のゲート電位ＶＧ１を基準電位Ｖrefに接続するトランスファゲート３３４と、駆動信
号Ｄ１を反転させてＭＯＳトランジスタ３３２のゲートとトランスファゲート３３４のＰ
チャネル側のゲートとに供給するインバータ３３５とを有している。ＭＯＳトランジスタ
３３３のゲートとトランスファゲート３３４のＮチャネル側のゲートとには駆動信号Ｄ１
が直接供給される。
【０００５】
出力端子ＯＣ１に接続された出力回路３５０は、電源電位ＶDDおよび接地電位を供給する
ＣＭＯＳインバータ構成のＰチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタ３５１およびＮチャネ
ル型出力用ＭＯＳトランジスタ３５２を有し、これらのゲートには走査信号Ｓ１が直接供
給される。
【０００６】
駆動装置３００による有機ＥＬパネル１００の駆動方法を説明する。外部から、陽極ドラ
イバ３１０に駆動信号Ｄ１～Ｄｍが供給され、陰極ドライバ３２０にスタート信号ＳＴが
供給される。外部から陰極ドライバ３２０にスタート信号ＳＴが供給されると、陰極ドラ
イバ３２０内の図示しない回路から、走査信号Ｓ１～Ｓｎが、ｎ個の出力回路３５０に線
順次に供給される。このとき、陽極ドライバ３１０に駆動信号Ｄ１～Ｄｍが供給されると
、各走査信号Ｓ１～Ｓｎのパルスの供給ごとに、陽極ドライバ３１０内の図示しない回路
でパラレルに変換された駆動信号Ｄ１～Ｄｍがｍ個の出力回路３３０にそれぞれ供給され
る。
【０００７】
以下、出力端子ＯＡ１に接続された出力回路３３０と出力端子ＯＣ１に接続された出力回
路３５０の動作について、陰極線Ｃ1が走査される前の段階から走査された後の段階まで
を、前後の段階で陽極線Ａ１が駆動されなかったものと仮定して、図１１を併用して説明
する。
【０００８】
まず、陰極線Ｃ1が走査される線順次で１つ前の陰極線Ｃｎによる走査段階で、出力回路
３５０において、走査信号Ｓ１が接地電位レベルであり、ＭＯＳトランジスタ３５１はオ
ン制御、およびＭＯＳトランジスタ３５２はオフ制御されて出力端子ＯＣ１は電源電位Ｖ
DDレベルである。尚、このとき、出力端子ＯＣｎは接地レベルであり、出力端子ＯＣ１，
ＯＣｎ以外の出力端子ＯＣ２～ＯＣn-1は電源電位ＶDDレベルである。この段階で、出力
回路３３０において、駆動信号Ｄ１が接地電位レベルであり、ＭＯＳトランジスタ３３３
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がオン制御されるとともにトランスファゲート３３４がオフ制御されて、ＭＯＳトランジ
スタ３３１のゲート電位ＶＧ１が電源電位ＶDDレベル、およびＭＯＳトランジスタ３３２
のゲート電位ＶＧ２が電源電位ＶDDレベルで、ＭＯＳトランジスタ３３１がオフ制御、お
よびＭＯＳトランジスタ３３２がオン制御されて出力端子ＯＡ１は接地レベルである。し
たがって、このとき陽極線Ａ１に接続されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nのうち、有機
ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,n-1には逆電圧ＶDDが供給され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,n-1の寄生
容量は逆方向に充電されている。
【０００９】
次に、出力回路３５０に供給されている走査信号Ｓ１が電源電位ＶDDレベルに切り替わる
と、ＭＯＳトランジスタ３５１がオフ制御されるとともにＭＯＳトランジスタ３５２がオ
ン制御されて出力端子ＯＣ１は接地電位レベルに切り替わる。尚、このとき、出力端子Ｏ
Ｃ１以外の出力端子ＯＣ２～ＯＣnは電源電位ＶDDレベルである。この切り替わりに同期
して、出力回路３３０に供給されている駆動信号Ｄ１が電源電位ＶDDレベルに切り替わる
と、ＭＯＳトランジスタ３３３がオフ制御、およびトランスファゲート３３４がオン制御
されてＭＯＳトランジスタ３３１のゲート電位ＶＧ１が基準電位Ｖrefレベルに切り替わ
るとともに、ＭＯＳトランジスタ３３２のゲート電位ＶＧ２が接地電位レベルに切り替わ
り、ＭＯＳトランジスタ３３１が定電流制御、およびＭＯＳトランジスタ３３２がオフ制
御されて出力端子ＯＡ１から定電流ＩF1が供給される。このとき、逆方向に充電されてい
る有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,n-1の寄生容量が放電し、さらに、有機ＥＬ素子Ｅ1,1の寄生
容量が正方向に充電され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1のダイオード特性の順方向電圧ＶFが所望の
輝度で発光することができる順方向電圧ＶF1となると、この有機ＥＬ素子Ｅ1,1が所望の
輝度で発光する。
【００１０】
次に、陰極線Ｃ1が走査された線順次で１つ後の陰極線Ｃ２による走査段階で、出力回路
３５０に供給されている走査信号Ｓ１が接地電位レベルに切り替わると、ＭＯＳトランジ
スタ３５１がオン制御されるとともにＭＯＳトランジスタ３５２がオフ制御されて出力端
子ＯＣ１は電源電位ＶDDレベルに切り替わる。尚、このとき、出力端子ＯＣ２は接地レベ
ルであり、出力端子ＯＣ１，ＯＣ２以外の出力端子ＯＣ３～ＯＣnは電源電位ＶDDレベル
である。この切り替わりに同期して、出力回路３３０に供給されている駆動信号Ｄ１が接
地電位レベルに切り替わると、ＭＯＳトランジスタ３３３がオン制御、およびトランスフ
ァゲート３３４がオフ制御されてＭＯＳトランジスタ３３１のゲート電位ＶＧ１が電源電
位ＶDDレベルに切り替わるとともに、ＭＯＳトランジスタ３３２のゲート電位ＶＧ２が電
源電位ＶDDレベルに切り替わり、ＭＯＳトランジスタ３３１がオフ制御、およびＭＯＳト
ランジスタ３３２がオン制御されて出力端子ＯＡ１に接地電位が供給され、有機ＥＬ素子
Ｅ1,1の発光を停止させる。このとき陽極線Ａ１に接続されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ
1,nのうち、有機ＥＬ素子Ｅ1,2以外は逆電圧ＶDDが供給され、それらの寄生容量は逆方向
に充電される。
【００１１】
以上の動作は、有機ＥＬ素子Ｅ1,1を発光および発光停止させる動作についてのみ説明し
たが、他の有機ＥＬ素子についても同様に動作し、有機ＥＬパネル１００としては、陰極
線Ｃ１～Ｃｎの走査を線順次に高速で繰り返すとともに、陽極線Ａ１～Ａｍのうち任意の
陽極線を走査ごとに駆動することにより、任意の複数位置の各有機ＥＬ素子をあたかも同
時に発光しているかのように動作させる。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記駆動装置３００は、上述したように、ある陰極線が走査される線順次で１
つ前の別の陰極線による走査段階で、この段階で駆動されない陽極線に接続された有機Ｅ
Ｌ素子のうち走査されている陰極線以外の陰極線に接続されている有機ＥＬ素子の寄生容
量は逆方向に充電されている。次の段階で、ある陰極線を走査し、前の段階で駆動されて
いなかった陽極線とこの陰極線に接続された有機ＥＬ素子を発光させるとき、例えば、図
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１１に出力端子ＯＡ１からの電流を示すように、定電流ＩF1で駆動すると、この陽極線に
接続された有機ＥＬ素子のうち前の段階で走査されていなかった陰極線に接続されている
逆方向に充電された有機ＥＬ素子の寄生容量がこの定電流ＩF1で放電し、さらにこれらの
有機ＥＬ素子のうち走査される有機ＥＬ素子の寄生容量が正方向にこの定電流ＩF1で充電
されるため、陽極線に接続される駆動装置３００の出力端子の電位が、例えば、図１１に
出力端子ＯＡ１の電位を示すように、走査される有機ＥＬ素子のダイオード特性の順方向
電圧ＶF1の電位にまで立ち上がるのに時間がかかり、発光時間が短くなってしまうため、
有機ＥＬパネル１００本来の輝度が得られないという問題があった。
【００１３】
従って、本発明は上記の問題点を解決するためになされたもので、走査と走査の間のブラ
ンキング期間に次の走査で駆動される陽極線に大電流を所定時間流してこの陽極線に接続
された有機ＥＬ素子の逆充電された寄生容量を急速に放電することにより走査期間での発
光までの時間を短くした有機ＥＬ表示装置の駆動装置を提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
（１）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、陰極ドライバにより有機ＥＬパネ
ルの陰極線を線順次に電源電位から接地電位にして走査し、線順次の各走査期間に陽極ド
ライバにより有機ＥＬパネルの任意の陽極線を定電流で駆動して、有機ＥＬパネルに含ま
れる任意の有機ＥＬ素子を所望の輝度で発光させる単純マトリックス駆動方式の有機ＥＬ
表示装置の駆動方法において、前記各走査期間の間にブランキング期間を設け、この各ブ
ランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線を、前記各ブランキング期
間に前記定電流より大きい大電流で駆動するものとし、前記大電流から定電流の駆動への
切替え時点が、前記各ブランキング期間の終了時点より前であることを特徴とする。上記
手段によれば、各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線を、各
ブランキング期間に大電流で駆動することにより、この陽極線に接続された有機ＥＬ素子
の逆充電された寄生容量を陰極ドライバの動作を切替えることなく急速に放電させること
ができ、各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動したとき、有機ＥＬ素子が
所望の輝度で発光することができる順方向電圧で駆動されるまでの時間が短くて済む。ま
た、上記手段によれば、万が一、大電流から定電流の駆動への切替えが遅れても、走査さ
れる陰極線に接続された有機ＥＬ素子の陰極線側が接地電位になるまでに、大電流の駆動
は終了し、有機ＥＬ素子が大電流で駆動されることはない。
（２）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、上記（１）項において、前記各ブ
ランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線の電位が、前記各ブランキ
ング期間の終了時点で、前記所望の輝度で発光するときの有機ＥＬ素子の順方向電圧の電
位に略等しくなるように前記大電流で駆動することを特徴とする。上記手段によれば、ブ
ランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線に接続された有機ＥＬ素子
の逆充電された寄生容量を、所望の輝度で発光するときの有機ＥＬ素子の順方向電圧の電
位に略等しくなるまで放電させるので、各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で
駆動したとき、駆動される陽極線に接続された有機ＥＬ素子のうち走査されない陰極線に
接続された有機ＥＬ素子の寄生容量から、走査される陰極線に接続された有機ＥＬ素子へ
の電流の流れ込みはなく、有機ＥＬ素子は定電流で駆動され、所望の輝度で発光すること
ができる。
（３）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、上記（１）または（２）において
、前記大電流での駆動の開始時点が、前記各ブランキング期間の開始時点と同一であるこ
とを特徴とする。
（４）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、上記（１）項乃至（３）項のうち
の一つにおいて、前記大電流での駆動が、前記各ブランキング期間の直後の走査期間に定
電流で駆動される陽極線のうち直前の走査期間に定電流で駆動されなかった陽極線に対し
てのみであり、直前の走査期間に定電流で駆動された陽極線に対しては、前記大電流での
駆動期間、前記定電流で駆動することを特徴とする。上記手段によれば、各ブランキング
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期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線のうち直前の走査期間に定電流で駆動
された陽極線に対しては、大電流で駆動せず定電流で駆動するため、ブランキング期間の
終了時点で、この陽極線の電位は定電流で駆動されていたときのままで、ブランキング期
間の直後の走査期間に定電流で駆動したとき、この陽極線に接続された有機ＥＬ素子のう
ち走査されない陰極線に接続された有機ＥＬ素子の寄生容量から、走査される陰極線に接
続された有機ＥＬ素子への電流の流れ込みはなく、有機ＥＬ素子は定電流で駆動され、所
望の輝度で発光することができる。
（５）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、上記（１）項乃至（２）項のうち
の一つにおいて、前記大電流での駆動が、前記各ブランキング期間の直後の走査期間に定
電流で駆動される陽極線の電位を前記各ブランキング期間の開始時点で、一旦、接地電位
にしてから開始されることを特徴とする。上記手段によれば、各ブランキング期間の直後
の走査期間に定電流で駆動される陽極線のうち直前の走査期間に定電流で駆動された陽極
線の電位が、各ブランキング期間の開始時点で、一旦、接地電位になり、この陽極線に接
続された有機ＥＬ素子の寄生容量が、直前の走査期間に定電流で駆動されなかった陽極線
に接続された有機ＥＬ素子の寄生容量と同様に、逆充電されるため、その後の大電流での
駆動を両陽極線に対して同条件で行うことができる。
（６）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、有機ＥＬパネルの陰極線を線順次
に電源電位から接地電位にして走査する陰極ドライバと、前記線順次の各走査期間に有機
ＥＬパネルの任意の陽極線を定電流で駆動する陽極ドライバとを具備して有機ＥＬパネル
に含まれる任意の有機ＥＬ素子を所望の輝度で発光させる単純マトリックス駆動方式の有
機ＥＬ表示装置の駆動装置において、前記陰極ドライバが、前記各走査期間の間にブラン
キング期間を設けて走査するとともに、前記陽極ドライバが、前記各ブランキング期間の
直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線を、前記各ブランキング期間に前記定電流よ
り大きい大電流で駆動し、前記陽極ドライバが、前記各ブランキング期間の終了時点より
前に前記大電流から定電流の駆動へ切替えることを特徴とする。上記手段によれば、各ブ
ランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線を、各ブランキング期間に
大電流で駆動することにより、この陽極線に接続された有機ＥＬ素子の逆充電された寄生
容量を陰極ドライバの動作を切替えることなく急速に放電させることができ、各ブランキ
ング期間の直後の走査期間に定電流で駆動したとき、有機ＥＬ素子が所望の輝度で発光す
ることができる順方向電圧で駆動されるまでの時間が短くて済む。また、上記手段によれ
ば、万が一、大電流から定電流の駆動への切替えが遅れても、走査される陰極線に接続さ
れた有機ＥＬ素子の陰極線側が接地電位になるまでに、大電流の駆動は終了し、有機ＥＬ
素子が大電流で駆動されることはない。
（７）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（６）項において、前記陽極
ドライバが、前記各直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線の電位が、前記各ブラン
キング期間の終了時点で、前記所望の輝度で発光するときの有機ＥＬ素子の順方向電圧の
電位に略等しくなるように前記大電流で駆動することを特徴とする。上記手段によれば、
ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線に接続された有機ＥＬ素
子の逆充電された寄生容量を、所望の輝度で発光するときの有機ＥＬ素子の順方向電圧の
電位に略等しくなるまで放電させるので、各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流
で駆動したとき、駆動される陽極線に接続された有機ＥＬ素子のうち走査されない陰極線
に接続された有機ＥＬ素子の寄生容量から、走査される陰極線に接続された有機ＥＬ素子
への電流の流れ込みはなく、有機ＥＬ素子は定電流で駆動され、所望の輝度で発光するこ
とができる。
（８）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（６）又は（７）項において
、前記陽極ドライバが、前記各ブランキング期間の開始と同時に前記大電流での駆動を開
始することを特徴とする。
（９）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（６）項乃至（８）項のうち
の一つにおいて、前記陽極ドライバが、前記各直後の走査期間に定電流で駆動される陽極
線のうち直前の走査期間に定電流で駆動されなかった陽極線に対してのみ前記大電流で駆
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動し、直前の走査期間に定電流で駆動された陽極線に対しては、前記大電流での駆動期間
、前記定電流で駆動することを特徴とする。上記手段によれば、各ブランキング期間の直
後の走査期間に定電流で駆動される陽極線のうち直前の走査期間に定電流で駆動された陽
極線に対しては、大電流で駆動せず定電流で駆動するため、ブランキング期間の終了時点
で、この陽極線の電位は定電流で駆動されていたときのままで、ブランキング期間の直後
の走査期間に定電流で駆動したとき、この陽極線に接続された有機ＥＬ素子のうち走査さ
れない陰極線に接続された有機ＥＬ素子の寄生容量から、走査される陰極線に接続された
有機ＥＬ素子への電流の流れ込みはなく、有機ＥＬ素子は定電流で駆動され、所望の輝度
で発光することができる。
（１０）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（６）又は（７）項のうち
の一つにおいて、前記陽極ドライバが、前記各直後の走査期間に定電流で駆動される陽極
線の電位を前記各ブランキング期間の開始時点で一旦接地電位にしてから前記大電流での
駆動を開始することを特徴とする。上記手段によれば、各ブランキング期間の直後の走査
期間に定電流で駆動される陽極線のうち直前の走査期間に定電流で駆動された陽極線の電
位が、各ブランキング期間の開始時点で、一旦、接地電位になり、この陽極線に接続され
た有機ＥＬ素子の寄生容量が、直前の走査期間に定電流で駆動されなかった陽極線に接続
された有機ＥＬ素子の寄生容量と同様に、逆充電されるため、その後の大電流での駆動を
両陽極線に対して同条件で行うことができる。
（１１）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（６）～（１０）項の何れ
かにおいて、前記陽極ドライバが、前記大電流および定電流を供給する出力用トランジス
タと、この出力トランジスタを大電流制御および定電流制御するプリドライバ部とを有す
ることを特徴とする。上記手段によれば、出力用トランジスタの制御端子の電位を切替え
るだけで大電流および定電流の両駆動を行うことができる。
（１２）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（６）項乃至（１０）項の
うちの一つにおいて、前記陽極ドライバが、外部から供給され内部で前記各陽極線に対応
するためシリアル／パラレル変換された駆動信号と、外部から供給され前記ブランキング
期間以内のパルス幅を有する大電流制御信号とに基づき前記各駆動を行う出力回路を各陽
極線ごとに有し、前記各出力回路が、接地電位を供給するＮチャネル型出力用ＭＯＳトラ
ンジスタと、このＮチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタとでＣＭＯＳ構成され前記大電
流および定電流を供給するＰチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタと、前記Ｐチャネル型
出力用ＭＯＳトランジスタのゲートを制御するプリドライバ部と、前記駆動信号および大
電流制御信号に基づき前記Ｎチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタのゲートおよび前記プ
リドライバ部を制御する制御部とを有することを特徴とする。
（１３）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（１２）項において、前記
プリドライバ部が、接地電位を供給するＮチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタと、電源
電位を供給するＰチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタと、定電流制御電位を供給するト
ランスファゲートとを有することを特徴とする。
（１４）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（６）項乃至（１０）項の
うちの一つにおいて、前記陽極ドライバが、前記有機ＥＬパネルを２のｋ乗階調表示する
ために２のｋ乗階調表示に対応する定電流で駆動することを特徴とする。
（１５）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（１４）項において、前記
陽極ドライバが、外部から供給され内部で前記各陽極線に対応するためシリアル／パラレ
ル変換されたｋビットの駆動信号と、外部から供給され前記ブランキング期間以内のパル
ス幅を有する大電流制御信号とに基づき前記各駆動を行う出力回路を各陽極線ごとに有し
、前記各出力回路が、ＣＭＯＳ構成で接地電位を供給するＮチャネル型出力用ＭＯＳトラ
ンジスタ、および前記大電流と定電流とを供給するｋ個並列のＰチャネル型出力用ＭＯＳ
トランジスタと、前記各Ｐチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタのゲートを制御するｋ個
のプリドライバ部と、前記駆動信号および大電流制御信号に基づき前記Ｎチャネル型出力
用ＭＯＳトランジスタのゲートおよび前記各プリドライバ部を制御する制御部とを有する
ことを特徴とする。
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（１６）本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動装置は、上記（１５）項において、前記
各プリドライバ部が、接地電位を供給するＮチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタと、電
源電位を供給するＰチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタと、定電流制御電位を供給する
トランスファゲートとを有することを特徴とする。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明に基づき、駆動装置２００としての第１実施例の駆動装置４００および駆
動装置４００による有機ＥＬ表示装置の駆動方法を図１乃至図３を参照して説明する。図
１において、駆動装置４００は、陽極ドライバ４１０と、陰極ドライバ４２０とで構成さ
れ、陽極ドライバ４１０は、有機ＥＬパネル１００の各陽極線Ａ1 ～Ａmに電気的接続さ
れる出力端子ＯＡ１～ＯＡｍと、各出力端子ＯＡ１～ＯＡｍに、走査間のブランキング期
間中に大電流制御信号ＰＣおよび駆動信号Ｄ１～Ｄｍに基づき大電流または接地電位を供
給し、走査期間中に駆動信号Ｄ１～Ｄｍに基づき定電流または接地電位を供給するｍ個の
出力回路４３０とを有し、陰極ドライバ４２０は、有機ＥＬパネル１００の各陰極線Ｃ1 
～Ｃnに電気的接続される出力端子ＯＣ１～ＯＣｎと、走査信号Ｓ１～Ｓｎに基づき各出
力端子ＯＣ１～ＯＣｎに電源電位ＶDDまたは接地電位を供給するｎ個の出力回路４５０と
を有している。尚、駆動信号Ｄ１～Ｄｍは、外部から陽極ドライバ４１０にシリアルに供
給され、陽極ドライバ４１０内の図示しない回路でパラレルに変換されて出力回路４３０
に供給される。また、走査信号Ｓ１～Ｓｎは、外部から陰極ドライバ４２０にスタート信
号ＳＴおよびブランキング信号ＢＬが供給され、陰極ドライバ４２０内の図示しない回路
で波形の立ち下がりと立ち上がりがブランキング信号ＢＬの立ち下がりと立ち上がりにそ
れぞれ同期した順次のパルスに変換されるとともにレベル変換されて出力回路４５０に供
給される。各出力回路４３０，４５０は、出力端子ＯＡ１に接続された出力回路４３０、
および出力端子ＯＣ１に接続された出力回路４５０のみ回路構成を図示し、他の出力回路
４３０，４５０は同一回路構成であり図示を省略している。
【００１６】
出力端子ＯＡ１に接続された出力回路４３０は、大電流または定電流および接地電位を供
給するＣＭＯＳ構成のＰチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタ４３１およびＮチャネル型
出力用ＭＯＳトランジスタ４３２と、ＭＯＳトランジスタ４３１をオフ制御、大電流制御
または定電流制御するためのプリドライバ部４３３と、駆動信号Ｄ１および大電流制御信
号ＰＣを論理処理し、その論理信号をレベル変換してＭＯＳトランジスタ４３２のゲート
およびプリドライバ部４３３に供給する制御部４３４とを有している。プリドライバ部４
３３は、ＭＯＳトランジスタ４３１をオフ制御または大電流制御するためにＭＯＳトラン
ジスタ４３１のゲートを電源電位ＶDDまたは接地電位に接続するＣＭＯＳ構成のＰチャネ
ル型制御用ＭＯＳトランジスタ４３５およびＮチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタ４３
６と、ＭＯＳトランジスタ４３１を定電流制御するためにＭＯＳトランジスタ４３１のゲ
ート電位ＶＧ１を基準電位Ｖrefに接続するトランスファゲート４３７とを有し、ＭＯＳ
トランジスタ４３５，４３６およびトランスファゲート４３７の各ゲートに制御部４３４
からの信号が供給される。
【００１７】
出力端子ＯＣ１に接続された出力回路４５０は、走査信号Ｓ１に基づき電源電位ＶDDおよ
び接地電位を供給するＣＭＯＳインバータ構成のＰチャネル型ＭＯＳトランジスタ４５１
およびＮチャネル型ＭＯＳトランジスタ４５２を有している。
【００１８】
駆動装置４００による有機ＥＬパネル１００の駆動方法を説明する。外部から、陰極ドラ
イバ４２０にスタート信号ＳＴおよびブランキング信号ＢＬが供給され、陽極ドライバ４
１０に駆動信号Ｄ１～Ｄｍおよびブランキング信号ＢＬのパルス幅より狭い所定のパルス
幅を有する大電流制御信号ＰＣが供給される。外部から陰極ドライバ４２０にスタート信
号ＳＴおよびブランキング信号ＢＬが供給されると、陰極ドライバ４２０内の図示しない
回路から、パルス波形の立ち上がりと立ち下がりがブランキング信号ＢＬの立ち下がりと
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立ち上がりにそれぞれ同期した走査信号Ｓ１～Ｓｎが、ｎ個の出力回路４５０にブランキ
ング信号ＢＬのパルス幅と同じブランキング期間を置いて線順次に供給される。このとき
、陽極ドライバ４１０に駆動信号Ｄ１～Ｄｍおよび大電流制御信号ＰＣが供給されると、
ブランキング期間を含む各走査信号Ｓ１～Ｓｎのパルスの供給ごとに、大電流制御信号Ｐ
Ｃと、陽極ドライバ４１０内の図示しない回路でパラレルに変換された駆動信号Ｄ１～Ｄ
ｍがｍ個の出力回路４３０にそれぞれ供給される。
【００１９】
以下、出力端子ＯＡ１に接続された出力回路４３０と出力端子ＯＣ１に接続された出力回
路４５０の動作について、陰極線Ｃ1が走査される前の段階から走査された後の段階まで
を、前後の段階で陽極線Ａ１が駆動されなかったものと仮定して、図２のタイムチャート
および図３の各素子の制御状態を説明する図を併用して説明する。
【００２０】
まず、陰極線Ｃ1が走査される線順次で１つ前の陰極線Ｃｎによる走査段階（時刻ｔ１の
手前）で、出力回路４５０において、ブランキング信号ＢＬが“Ｌ（ロウ）レベル、およ
び走査信号Ｓ１が接地電位レベルであり、ＭＯＳトランジスタ４５１はオン制御、および
ＭＯＳトランジスタ４５２はオフ制御されて出力端子ＯＣ１は電源電位ＶDDレベルである
。尚、このとき、出力端子ＯＣｎは接地レベルであり、出力端子ＯＣ１，ＯＣｎ以外の出
力端子ＯＣ２～ＯＣn-1は電源電位ＶDDレベルである。この段階で、出力回路４３０にお
いて、駆動信号Ｄ１が“Ｌ”レベル、および大電流制御信号ＰＣが“Ｌ”レベルであり、
制御部４３４からの信号により、プリドライバ部４３３のＭＯＳトランジスタ４３５がオ
ン制御、およびＭＯＳトランジスタ４３６とトランスファゲート４３７とがオフ制御され
てＭＯＳトランジスタ４３１のゲート電位ＶＧ１が電源電位ＶDDレベルで、同じく制御部
４３４からの信号により、ＭＯＳトランジスタ４３２のゲート電位ＶＧ２が電源電位ＶDD
レベルで、ＭＯＳトランジスタ４３１がオフ制御、およびＭＯＳトランジスタ４３２がオ
ン制御されて出力端子ＯＡ１は接地レベルである。したがって、このとき陽極線Ａ１に接
続されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nのうち、有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,n-1には逆電圧
ＶDDが供給され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,n-1の寄生容量は逆方向に充電されている。
【００２１】
次に、時刻ｔ１になると、出力回路４５０において、ブランキング信号ＢＬが“Ｈ（ハイ
）”レベルに切り替わり、走査信号Ｓ１は接地電位レベルのままで、ＭＯＳトランジスタ
４５１はオン制御、およびＭＯＳトランジスタ４５２はオフ制御されたままで出力端子Ｏ
Ｃ１は電源電位ＶDDレベルのままである。尚、このとき、出力端子ＯＣ１以外の出力端子
ＯＣ２～ＯＣnも電源電位ＶDDレベルである。この段階で、出力回路４３０において、駆
動信号Ｄ１が“Ｈ”レベル、および大電流制御信号ＰＣが“Ｈ”レベルに切り替わり、制
御部４３４からの信号により、プリドライバ部４３３のＭＯＳトランジスタ４３５とトラ
ンスファゲート４３７とがオフ制御、およびＭＯＳトランジスタ４３６がオン制御されて
ＭＯＳトランジスタ４３１のゲート電位ＶＧ１が接地電位レベルに切り替わり、同じく制
御部４３４からの信号により、ＭＯＳトランジスタ４３２のゲート電位ＶＧ２が接地電位
レベルに切り替わり、ＭＯＳトランジスタ４３１が大電流制御、およびＭＯＳトランジス
タ４３２がオフ制御されて出力端子ＯＡ１から大電流ＩL1が供給される。このとき、逆方
向に充電されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,n-1の寄生容量が大電流制御信号ＰＣのパル
ス幅の期間放電する。このパルス幅は、パルスの立ち下がり時点で、出力端子ＯＡ１の電
位が有機ＥＬ素子を所望の輝度で発光することができる有機ＥＬ素子の順方向電圧ＶF1の
電位より若干低くなるように設定する。したがって、このパルスの立ち下がり時点で、有
機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nの寄生容量は、電源電位ＶDDと順方向電圧ＶF1の電位との差分よ
り若干高い電圧で逆充電されている。
【００２２】
次に、時刻ｔ２になると、ブランキング信号ＢＬが“Ｈ”レベルの状態で、出力回路４３
０において、大電流制御信号ＰＣが“Ｌ”レベルに切り替わり、制御部４３４からの信号
により、プリドライバ部４３３のＭＯＳトランジスタ４３５，４３６がオフ制御、および
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トランスファゲート４３７がオン制御されてＭＯＳトランジスタ４３１のゲート電位ＶＧ
１が基準電位Ｖrefレベルに切り替わり、同じく制御部４３４からの信号により、ＭＯＳ
トランジスタ４３２のゲート電位ＶＧ２が接地電位レベルのままで、ＭＯＳトランジスタ
４３１が定電流制御、およびＭＯＳトランジスタ４３２がオフ制御されて出力端子ＯＡ１
から定電流ＩF1が供給される。このとき、有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nの逆充電されていた
寄生容量は、大電流制御信号ＰＣが“Ｌ”レベルに切り替わった時点からブランキング期
間終了まで、僅かに放電され、ブランキング期間終了時点で、出力端子ＯＡ１の電位が有
機ＥＬ素子の順方向電圧ＶF1の電位と略等しくなる。ブランキング期間は、大電流制御信
号ＰＣのパルス幅と等しく設定してもよいが、このパルス幅より少し長めに設定すること
によって、大電流制御信号ＰＣの“Ｌ”レベルへの切り替えの遅れにより、万が一、ＭＯ
Ｓトランジスタ４３１が大電流制御されても、有機ＥＬ素子Ｅ1,1の等価回路を構成する
ダイオードの順方向には大電流が流れることはない。
【００２３】
次に、時刻ｔ３になると、出力回路４３０において、ＭＯＳトランジスタ４３１が定電流
制御、およびＭＯＳトランジスタ４３２がオフ制御されている状態で、出力回路４５０に
おいて、ブランキング信号ＢＬが“Ｌ”レベルに切り替わり、走査信号Ｓ１は電源電位Ｖ
DDレベルに切り替わり、ＭＯＳトランジスタ４５１はオフ制御、およびＭＯＳトランジス
タ４５２はオン制御され、出力端子ＯＣ１は接地電位レベルに切り替わり、出力端子ＯＡ
１から有機ＥＬ素子Ｅ1,1に定電流ＩF1が供給され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1の寄生容量が電源
電位ＶDDと順方向電圧ＶF1の電位との差分で逆充電されている逆充電状態から放電し、さ
らに、正方向に充電され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1のダイオード特性の順方向電圧ＶFが所望の
輝度で発光することができる順方向電圧ＶF1となると、この有機ＥＬ素子Ｅ1,1が所望の
輝度で発光する。有機ＥＬ素子Ｅ1,1の寄生容量が電源電位ＶDDで逆充電されている状態
から定電流を供給する場合より発光までの立ち上げ時間が短くて済む。
【００２４】
次に、時刻ｔ４になると、陰極線Ｃ1が走査された線順次で１つ後の陰極線Ｃ２による走
査段階で、出力回路４５０において、ブランキング信号ＢＬが“Ｈ”レベル、および走査
信号Ｓ１が接地電位レベルに切り替わり、ＭＯＳトランジスタ４５１はオン制御、および
ＭＯＳトランジスタ４５２はオフ制御されて出力端子ＯＣ１は電源電位ＶDDレベルに切り
替わる。尚、このとき、出力端子ＯＣ２は接地レベルであり、出力端子ＯＣ１，ＯＣ２以
外の出力端子ＯＣ３～ＯＣnは電源電位ＶDDレベルである。この段階で、出力回路４３０
において、駆動信号Ｄ１が“Ｌ”レベル、および大電流制御信号ＰＣが“Ｈ”レベルに切
り替わり、制御部４３４からの信号により、プリドライバ部４３３のＭＯＳトランジスタ
４３５がオン制御、およびＭＯＳトランジスタ４３６とトランスファゲート４３７とがオ
フ制御されてＭＯＳトランジスタ４３１のゲート電位ＶＧ１が電源電位ＶDDレベルになり
、同じく制御部４３４からの信号により、ＭＯＳトランジスタ４３２のゲート電位ＶＧ２
が電源電位ＶDDレベルとなり、ＭＯＳトランジスタ４３１がオフ制御、およびＭＯＳトラ
ンジスタ４３２がオン制御されて出力端子ＯＡ１に接地電位が供給され、有機ＥＬ素子Ｅ
1,1には逆電圧ＶDDが供給され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1が発光を停止する。このとき陽極線Ａ
１に接続されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nのうち、有機ＥＬ素子Ｅ1,2以外は逆電圧
ＶDDが供給され、それらの寄生容量は逆方向に充電される。
【００２５】
尚、上述の大電流制御信号ＰＣのパルス幅を、パルスの立ち下がり時点で、逆方向に充電
されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nの寄生容量が完全に放電し、出力端子ＯＡ１の電位
が電源電位ＶDDレベルになるように設定した場合、陰極線Ｃ1による走査段階で、出力端
子ＯＣ１が接地電位レベルに切り替わった時点で、有機ＥＬ素子Ｅ1,2～Ｅ1,nの両端の電
位は電源電位ＶDDレベルである。このとき、有機ＥＬ素子Ｅ1,1に定電流ＩF1が供給され
、この定電流ＩF1で有機ＥＬ素子Ｅ1,1の寄生容量が正方向に充電され、有機ＥＬ素子Ｅ1
,1のダイオード特性の順方向電圧ＶFが所望の輝度で発光することができる順方向電圧ＶF
1となろうとするが、出力端子ＯＡ１の電位が順方向電圧ＶF1の電位になるまで電源電位
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ＶDDレベルと順方向電圧ＶF1との差分の電圧で有機ＥＬ素子Ｅ1,2～Ｅ1,nの寄生容量が逆
充電され、このとき、有機ＥＬ素子Ｅ1,1にもこの電流が流れ、有機ＥＬ素子Ｅ1,1は定電
流ＩF1以上の電流が流れ、定電流ＩF1で駆動することができない。したがって、上述のよ
うに、ブランキング期間終了時点で、出力端子ＯＡ１の電位が有機ＥＬ素子の順方向電圧
ＶF1の電位と略等しくなるように、大電流制御信号ＰＣのパルス幅を設定すると、有機Ｅ
Ｌ素子Ｅ1,1は定電流ＩF1で駆動することができ、所望の輝度で発光することができる。
【００２６】
以上の動作は、有機ＥＬ素子Ｅ1,1を発光および発光停止させる動作についてのみ説明し
たが、他の有機ＥＬ素子についても同様に動作し、有機ＥＬパネル１００としては、陰極
線Ｃ１～Ｃｎの走査を線順次に高速で繰り返すとともに、陽極線Ａ１～Ａｍのうち任意の
陽極線を走査ごとに駆動することにより、任意の複数位置の各有機ＥＬ素子をあたかも同
時に発光しているかのように動作させる。
【００２７】
次に、本発明に基づき、駆動装置２００としての第２実施例の駆動装置５００および駆動
装置５００による有機ＥＬ表示装置の駆動方法を図４乃至図８を参照して説明する。駆動
装置５００は、有機ＥＬパネル１００を多階調表示する能力を有し、説明を簡明にするた
め２のｋ（ｋ＝２）乗階調＝４階調で表示するものとして説明する。図４において、駆動
装置５００は、陽極ドライバ５１０と、陰極ドライバ５２０とで構成され、陽極ドライバ
５１０は、有機ＥＬパネル１００の各陽極線Ａ1 ～Ａmに電気的接続される出力端子ＯＡ
１～ＯＡｍと、各出力端子ＯＡ１～ＯＡｍに、走査間のブランキング期間中に大電流制御
信号ＰＣおよびｋ＝２ビットの駆動信号Ｄ１[1:0]～Ｄｍ[1:0]に基づき大電流または接地
電位を供給し、走査期間中に駆動信号Ｄ１[1:0]～Ｄｍ[1:0]に基づき階調に対応する定電
流または接地電位を供給するｍ個の出力回路５３０とを有し、陰極ドライバ５２０は、有
機ＥＬパネル１００の各陰極線Ｃ1 ～Ｃnに電気的接続される出力端子ＯＣ１～ＯＣｎと
、走査信号Ｓ１～Ｓｎに基づき各出力端子ＯＣ１～ＯＣｎに電源電位ＶDDまたは接地電位
を供給するｎ個の出力回路５５０とを有している。尚、駆動信号Ｄ１[1:0]～Ｄｍ[1:0]は
、外部から陽極ドライバ５１０にシリアルに供給され、陽極ドライバ５１０内の図示しな
い回路でパラレルに変換されて出力回路５３０に供給される。また、走査信号Ｓ１～Ｓｎ
は、外部から陰極ドライバ５２０にスタート信号ＳＴおよびブランキング信号ＢＬが供給
され、陰極ドライバ５２０内の図示しない回路で波形の立ち下がりと立ち上がりがブラン
キング信号ＢＬの立ち下がりと立ち上がりにそれぞれ同期した順次のパルスに変換される
とともにレベル変換されて出力回路５５０に供給される。各出力回路５３０の回路構成は
、出力端子ＯＡ１に接続された出力回路５３０のみ図５に示し、各出力回路５５０の回路
構成は、出力端子ＯＣ１に接続された出力回路５５０のみ図４に示し、他の出力回路５３
０，５５０は同一回路構成であり図示を省略している。
【００２８】
出力端子ＯＡ１に接続された出力回路５３０は、図５に示すように、大電流、定電流また
は接地電位を供給するＣＭＯＳ構成のｋ＝２個並列接続されたＰチャネル型出力用ＭＯＳ
トランジスタ５３１(0)，５３１(1)およびＮチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタ５３２
と、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)をそれぞれオフ制御、大電流制御または定
電流制御するための２個のプリドライバ部５３３と、駆動信号Ｄ１[1:0]および大電流制
御信号ＰＣを論理処理し、その論理信号をレベル変換してＭＯＳトランジスタ５３２のゲ
ートおよびプリドライバ部５３３に供給する制御部５３４とを有している。ＭＯＳトラン
ジスタ５３１(0)，５３１(1)は、出力端子ＯＡ１から４階調に対応する定電流ＩF0（＝０
），ＩF1，ＩF2，ＩF3および大電流ＩL0（＝０），ＩL1，ＩL2，ＩL3を供給するために、
駆動信号Ｄ１[1:0]に基づき、図６に示すように制御される。すなわち、定電流ＩF0およ
び大電流ＩL0のときは、駆動信号Ｄ１[1:0]＝“００”によりＭＯＳトランジスタ５３１(
0)，５３１(1)が共にオフ制御される。定電流ＩF1および大電流ＩL1のときは、駆動信号
Ｄ１[1:0]＝“０１”によりＭＯＳトランジスタ５３１(0)が定電流および大電流制御され
、５３１(1)がオフ制御される。定電流ＩF2および大電流ＩL2のときは、駆動信号Ｄ１[1:
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0]＝“１０”によりＭＯＳトランジスタ５３１(0)がオフ制御され、５３１(1)が定電流お
よび大電流制御される。定電流ＩF3および大電流ＩL3のときは、駆動信号Ｄ１[1:0]＝“
１１”によりＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)が共に定電流および大電流制御さ
れる。ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)の電流駆動能力は、例えば、ＩF2＝２Ｉ
F1、ＩF3＝３ＩF1とする場合、１：２の大きさに設計される。ＭＯＳトランジスタ５３１
(0)，５３１(1)を上記の制御するために、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)に接続されるプ
リドライバ部５３３は、駆動信号Ｄ１[1:0]のうち下位ビットの駆動信号Ｄ１(0)に基づき
駆動され、ＭＯＳトランジスタ５３１(1)に接続されるプリドライバ部５３３は、駆動信
号Ｄ１[1:0]のうち上位ビットの駆動信号Ｄ１(１)に基づき駆動される。各プリドライバ
部５３３は、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)をオフ制御および大電流制御する
ためにＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)のゲートを電源電位ＶDDおよび接地電位
に接続するＣＭＯＳ構成のＰチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタ５３５およびＮチャネ
ル型制御用ＭＯＳトランジスタ５３６と、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)を定
電流制御するためにＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)のゲート電位ＶＧ１を基準
電位Ｖrefに接続するトランスファゲート５３７とを有し、ＭＯＳトランジスタ５３５，
５３６およびトランスファゲート５３７の各ゲートに制御部４３４からの信号が供給され
る。
【００２９】
出力端子ＯＣ１に接続された出力回路５５０は、図４に示すように、走査信号Ｓ１に基づ
き電源電位ＶDDおよび接地電位を供給するＣＭＯＳインバータ構成のＰチャネル型ＭＯＳ
トランジスタ５５１およびＮチャネル型ＭＯＳトランジスタ５５２を有している。
【００３０】
駆動装置５００による有機ＥＬパネル１００の駆動方法を説明する。外部から、陰極ドラ
イバ５２０にスタート信号ＳＴおよびブランキング信号ＢＬが供給され、陽極ドライバ５
１０に２ビットの駆動信号Ｄ１[1:0]～Ｄｍ[1:0]およびブランキング信号ＢＬのパルス幅
より狭い所定の反転パルス幅を有する大電流制御信号ＰＣが供給される。外部から陰極ド
ライバ５２０にスタート信号ＳＴおよびブランキング信号ＢＬが供給されると、陰極ドラ
イバ５２０内の図示しない回路から、パルス波形の立ち上がりと立ち下がりがブランキン
グ信号ＢＬの立ち下がりと立ち上がりにそれぞれ同期した走査信号Ｓ１～Ｓｎが、ｎ個の
出力回路５５０にブランキング信号ＢＬのパルス幅と同じブランキング期間を置いて線順
次に供給される。このとき、陽極ドライバ５１０に駆動信号Ｄ１[1:0]～Ｄｍ[1:0]および
大電流制御信号ＰＣが供給されると、ブランキング期間を含む各走査信号Ｓ１～Ｓｎのパ
ルスの供給ごとに、大電流制御信号ＰＣと、陽極ドライバ５１０内の図示しない回路でパ
ラレルに変換された駆動信号Ｄ１[1:0]～Ｄｍ[1:0]がｍ個の出力回路５３０にそれぞれ供
給される。
【００３１】
以下、出力端子ＯＡ１に接続された出力回路５３０と出力端子ＯＣ１に接続された出力回
路５５０の動作について、陰極線Ｃ1が走査される前の段階から走査された後の段階まで
を、陰極線Ｃ1が走査される段階で、陽極線Ａ１が定電流ＩF2で駆動され、前後の段階で
陽極線Ａ１が駆動されなかったものと仮定して、図７のタイムチャートおよび図８の各素
子の制御状態を説明する図を併用して説明する。
【００３２】
まず、陰極線Ｃ1が走査される線順次で１つ前の陰極線Ｃｎによる走査段階（時刻ｔ１の
手前）で、出力回路５５０において、ブランキング信号ＢＬが“Ｌ”レベル、および走査
信号Ｓ１が接地電位レベルであり、ＭＯＳトランジスタ５５１はオン制御、およびＭＯＳ
トランジスタ５５２はオフ制御されて出力端子ＯＣ１は電源電位ＶDDレベルである。尚、
このとき、出力端子ＯＣｎは接地レベルであり、出力端子ＯＣ１，ＯＣｎ以外の出力端子
ＯＣ２～ＯＣn-1は電源電位ＶDDレベルである。この段階で、出力回路５３０において、
駆動信号Ｄ１[1:0]＝“００”、すなわち、駆動信号Ｄ１(0)およびＤ１(1)が“Ｌ”レベ
ル、および大電流制御信号ＰＣが“Ｌ”レベルであり、制御部５３４からの信号により、
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各プリドライバ部５３３のＭＯＳトランジスタ５３５がオン制御、およびＭＯＳトランジ
スタ５３６とトランスファゲート５３７とがオフ制御されてＭＯＳトランジスタ５３１(0
)，５３１(1)のゲート電位ＶＧ１(0)，ＶＧ１(1)が電源電位ＶDDレベルで、同じく制御部
５３４からの信号により、ＭＯＳトランジスタ５３２のゲート電位ＶＧ２が電源電位ＶDD
レベルで、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)がオフ制御、およびＭＯＳトランジ
スタ５３２がオン制御されて出力端子ＯＡ１は接地レベルである。したがって、このとき
陽極線Ａ１に接続されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nのうち、有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1
,n-1には逆電圧ＶDDが供給され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,n-1の寄生容量は逆方向に充電
されている。
【００３３】
次に、時刻ｔ１になると、出力回路５５０において、ブランキング信号ＢＬが“Ｈ（ハイ
）”レベルに切り替わり、走査信号Ｓ１は接地電位レベルのままで、ＭＯＳトランジスタ
５５１はオン制御およびＭＯＳトランジスタ５５２はオフ制御されたままで出力端子ＯＣ
１は電源電位ＶDDレベルのままである。尚、このとき、出力端子ＯＣ１以外の出力端子Ｏ
Ｃ２～ＯＣnも電源電位ＶDDレベルである。この段階で、出力回路５３０において、駆動
信号Ｄ１[1:0]＝“１０”、すなわち、駆動信号Ｄ１(0)が“Ｌ”レベルのままで、駆動信
号Ｄ１(1) が“Ｈ”レベルおよび大電流制御信号ＰＣが“Ｈ”レベルに切り替わり、制御
部５３４からの信号により、ＭＯＳトランジスタ５３１(1) 側のプリドライバ部５３３の
ＭＯＳトランジスタ５３５およびトランスファゲート５３７がオフ制御、およびＭＯＳト
ランジスタ５３６がオン制御されてＭＯＳトランジスタ５３１(1)のゲート電位ＶＧ１(1)
が接地電位レベルに切り替わり、同じく制御部５３４からの信号により、ＭＯＳトランジ
スタ５３２のゲート電位ＶＧ２が接地電位レベルに切り替わり、ＭＯＳトランジスタ５３
１(0)のゲート電位ＶＧ１(0)が電源電位ＶDDレベルのままで、ＭＯＳトランジスタ５３１
(1)が大電流制御、およびＭＯＳトランジスタ５３２がオフ制御され、ＭＯＳトランジス
タ５３１(0) がオフ制御のままで，ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)のうちＭＯ
Ｓトランジスタ５３１(1)のみを介して出力端子ＯＡ１から大電流ＩL2が供給される。こ
のとき、逆方向に充電されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,n-1の寄生容量が大電流制御信
号ＰＣが“Ｈ”レベルの期間、すなわち大電流制御信号ＰＣのパルス幅の期間放電する。
このパルス幅は、パルスの立ち下がり時点で、出力端子ＯＡ１の電位が有機ＥＬ素子を所
望の輝度で発光することができる定電流ＩF2で駆動したときの有機ＥＬ素子の順方向電圧
ＶF2の電位より若干低くなるように設定する。したがって、このパルスの立ち下がり時点
で、有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nの寄生容量は、電源電位ＶDDと順方向電圧ＶF2の電位との
差分より若干高い電圧で逆充電されている。
【００３４】
次に、時刻ｔ２になると、ブランキング信号ＢＬが“Ｈ”レベルの状態で、出力回路５３
０において、大電流制御信号ＰＣが“Ｌ”レベルに切り替わり、制御部５３４からの信号
により、ＭＯＳトランジスタ５３１(1) 側のプリドライバ部５３３のＭＯＳトランジスタ
５３５，５３６がオフ制御されるとともにトランスファゲート５３７がオン制御されて、
ＭＯＳトランジスタ５３１(1)のゲート電位ＶＧ１(1)が基準電位Ｖrefレベルに切り替わ
り、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)のゲート電位ＶＧ１(0)が電源電位ＶDDレベル、および
ＭＯＳトランジスタ５３２のゲート電位ＶＧ２が接地電位レベルのままで、ＭＯＳトラン
ジスタ５３１(1)が定電流制御され、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３２がオフ制御の
ままで、出力端子ＯＡ１から定電流ＩF2が供給される。このとき、有機ＥＬ素子Ｅ1,1～
Ｅ1,nの逆充電されていた寄生容量は、大電流制御信号ＰＣが“Ｈ”レベルに切り替わっ
た時点からブランキング期間終了まで、僅かに放電され、ブランキング期間終了時点で、
出力端子ＯＡ１の電位が有機ＥＬ素子の順方向電圧ＶF2の電位と略等しくなる。ブランキ
ング期間は、大電流制御信号ＰＣのパルス幅と等しく設定してもよいが、このパルス幅よ
り少し長めに設定することによって、大電流制御信号ＰＣの“Ｌ”レベルへの切り替えの
遅れにより、万が一、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)が大電流制御されても、
有機ＥＬ素子Ｅ1,1の等価回路を構成するダイオードの順方向には大電流が流れることは
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ない。
【００３５】
次に、時刻ｔ３になると、出力回路５３０において、ＭＯＳトランジスタ５３１(1)が定
電流制御、およびＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３２がオフ制御されている状態で、
出力回路５５０において、ブランキング信号ＢＬが“Ｌ”レベルに切り替わり、走査信号
Ｓ１は電源電位ＶDDレベルに切り替わり、ＭＯＳトランジスタ５５１はオフ制御、および
ＭＯＳトランジスタ５５２はオン制御され、出力端子ＯＣ１は接地電位レベルに切り替わ
り、出力端子ＯＡ１から有機ＥＬ素子Ｅ1,1に定電流ＩF2が供給され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1
の寄生容量が電源電位ＶDDと順方向電圧ＶF2の電位との差分で逆充電されている逆充電状
態から放電し、さらに、正方向に充電され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1のダイオード特性の順方
向電圧ＶFが所望の輝度で発光することができる順方向電圧ＶF2となると、この有機ＥＬ
素子Ｅ1,1が所望の輝度で発光する。有機ＥＬ素子Ｅ1,1の寄生容量が電源電位ＶDDで逆充
電されている状態から定電流を供給する場合より発光までの立ち上げ時間が短くて済む。
【００３６】
次に、時刻ｔ４になると、陰極線Ｃ1が走査された線順次で１つ後の陰極線Ｃ２による走
査段階で、出力回路５５０において、ブランキング信号ＢＬが“Ｈ”レベル、および走査
信号Ｓ１が接地電位レベルに切り替わり、ＭＯＳトランジスタ５５１はオン制御、および
ＭＯＳトランジスタ５５２はオフ制御されて出力端子ＯＣ１は電源電位ＶDDレベルに切り
替わる。尚、このとき、出力端子ＯＣ２は接地レベルであり、出力端子ＯＣ１，ＯＣ２以
外の出力端子ＯＣ３～ＯＣnは電源電位ＶDDレベルである。この段階で、出力回路５３０
において、駆動信号Ｄ１[1:0]＝“００”、すなわち、駆動信号Ｄ１(0)およびＤ１(1)が
“Ｌ”レベル、および大電流制御信号ＰＣが“Ｈ”レベルに切り替わり、制御部５３４か
らの信号により、各プリドライバ部５３３のＭＯＳトランジスタ５３５がオン制御、およ
びＭＯＳトランジスタ５３６とトランスファゲート５３７とがオフ制御されてＭＯＳトラ
ンジスタ５３１(0)，５３１(1)のゲート電位ＶＧ１(0)，ＶＧ１(1)が電源電位ＶDDレベル
になり、同じく制御部５３４からの信号により、ＭＯＳトランジスタ５３２のゲート電位
ＶＧ２が電源電位ＶDDレベルになり、ＭＯＳトランジスタ５３１(0)，５３１(1)がオフ制
御、およびＭＯＳトランジスタ５３２がオン制御されて出力端子ＯＡ１に接地電位が供給
され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1には逆電圧ＶDDが供給され、有機ＥＬ素子Ｅ1,1が発光を停止す
る。このとき陽極線Ａ１に接続されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nのうち、有機ＥＬ素
子Ｅ1,2以外は逆電圧ＶDDが供給され、それらの寄生容量は逆方向に充電される。
【００３７】
尚、上述の大電流制御信号ＰＣのパルス幅を、パルスの立ち下がり時点で、逆方向に充電
されている有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ1,nの寄生容量が完全に放電し、出力端子ＯＡ１の電位
が電源電位ＶDDレベルになるように設定した場合、陰極線Ｃ1による走査段階で、出力端
子ＯＣ１が接地電位レベルに切り替わった時点で、有機ＥＬ素子Ｅ1,2～Ｅ1,nの両端の電
位は電源電位ＶDDレベルである。このとき、有機ＥＬ素子Ｅ1,1に定電流ＩF2が供給され
、この定電流ＩF2で有機ＥＬ素子Ｅ1,1の寄生容量が正方向に充電され、有機ＥＬ素子Ｅ1
,1のダイオード特性の順方向電圧ＶFが所望の輝度で発光することができる順方向電圧ＶF
2となろうとするが、出力端子ＯＡ１の電位が順方向電圧ＶF2の電位になるまで電源電位
ＶDDレベルと順方向電圧ＶF2との差分の電圧で有機ＥＬ素子Ｅ1,2～Ｅ1,nの寄生容量が逆
充電され、このとき、有機ＥＬ素子Ｅ1,1にもこの電流が流れ、有機ＥＬ素子Ｅ1,1は定電
流ＩF2以上の電流が流れ、定電流ＩF2で駆動することができない。したがって、上述のよ
うに、ブランキング期間終了時点で、出力端子ＯＡ１の電位が有機ＥＬ素子の順方向電圧
ＶF2の電位と略等しくなるように、大電流制御信号ＰＣのパルス幅を設定すると、有機Ｅ
Ｌ素子Ｅ1,1は定電流ＩF2で駆動することができ、所望の輝度で発光することができる。
【００３８】
以上の動作は、有機ＥＬ素子Ｅ1,1を発光および発光停止させる動作についてのみ説明し
たが、他の有機ＥＬ素子についても同様に動作し、有機ＥＬパネル１００としては、陰極
線Ｃ１～Ｃｎの走査を線順次に高速で繰り返すとともに、陽極線Ａ１～Ａｍのうち任意の
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陽極線を走査ごとに２ビットの駆動信号Ｄ１[1:0]～Ｄｍ[1:0]に基づき駆動することによ
り、任意の複数位置の各有機ＥＬ素子をあたかも同時に発光しているかのように動作させ
る。
【００３９】
尚、上記第１および第２実施例では、大電流での駆動の開始時点が、各ブランキング期間
の開始時点と同一である場合について、各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で
駆動される陽極線のうち直前の走査期間に定電流で駆動されなかった陽極線に対して説明
したが、直前の走査期間に定電流で駆動された陽極線に対しても、同様に大電流駆動した
場合、直前の走査期間に定電流で駆動された陽極線の電位は、ブランキング期間の開始時
点で、直前の走査期間に定電流で駆動されていたときの電位であり、さらに大電流駆動す
ることにより、電源電位となり、ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動した
とき、この陽極線の電位が電源電位から定電流で駆動されるときの電位になるまで、この
陽極線に接続された有機ＥＬ素子のうち走査されない陰極線に接続された有機ＥＬ素子の
寄生容量から、走査される陰極線に接続された有機ＥＬ素子への電流の流れ込みが生じ、
有機ＥＬ素子に定電流以上の電流が流れ、有機ＥＬ素子を所望の輝度で発光させることが
できない。この欠点を解決するために、大電流での駆動を、各ブランキング期間の直後の
走査期間に定電流で駆動される陽極線のうち直前の走査期間に定電流で駆動されなかった
陽極線に対してのみ行い、直前の走査期間に定電流で駆動された陽極線に対しては、この
大電流での駆動期間、定電流で駆動するようにしてもよい。このようにすれば、各ブラン
キング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線のうち直前の走査期間に定電流
で駆動された陽極線に対しては、大電流で駆動せず定電流で駆動するため、ブランキング
期間の終了時点で、この陽極線の電位はわずかに上昇するのみで、ブランキング期間の直
後の走査期間に定電流で駆動したとき、この陽極線に接続された有機ＥＬ素子のうち走査
されない陰極線に接続された有機ＥＬ素子の寄生容量から、走査される陰極線に接続され
た有機ＥＬ素子への電流の流れ込みはなく、有機ＥＬ素子は定電流で駆動され、所望の輝
度で発光することができる。
【００４０】
また、大電流での駆動の開始時点を、各ブランキング期間の開始時点と同一にするのでは
なく、各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線の電位を各ブラ
ンキング期間の開始時点で、一旦、接地電位にしてから大電流での駆動を開始してもよい
。このようにすれば、各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線
のうち直前の走査期間に定電流で駆動された陽極線の電位が、各ブランキング期間の開始
時点で、一旦、接地電位になり、この陽極線に接続された有機ＥＬ素子の寄生容量が、直
前の走査期間に定電流で駆動されなかった陽極線に接続された有機ＥＬ素子の寄生容量と
同様に、逆充電されるため、その後の大電流での駆動を両陽極線に対して同条件で行うこ
とができる。
【００４１】
【発明の効果】
本発明に係わる有機ＥＬ表示装置の駆動方法および駆動装置によれば、各ブランキング期
間の直後の走査期間に定電流で駆動される陽極線を、各ブランキング期間に大電流で駆動
することにより、この陽極線に接続された有機ＥＬ素子の逆充電された寄生容量を陰極ド
ライバの動作を切替えることなく急速に放電させることができ、各ブランキング期間の直
後の走査期間に定電流で駆動したとき、有機ＥＬ素子が所望の輝度で発光することができ
る順方向電圧で駆動されるまでの時間が短くて済む。また、ブランキング期間の直後の走
査期間に定電流で駆動される陽極線に接続された有機ＥＬ素子の逆充電された寄生容量を
、所望の輝度で発光するときの有機ＥＬ素子の順方向電圧の電位に略等しくなるまで放電
させるので、各ブランキング期間の直後の走査期間に定電流で駆動したとき、駆動される
陽極線に接続された有機ＥＬ素子のうち走査されない陰極線に接続された有機ＥＬ素子の
寄生容量から、走査される陰極線に接続された有機ＥＬ素子への電流の流れ込みはなく、
有機ＥＬ素子は定電流で駆動され、所望の輝度で発光することができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例である有機ＥＬ表示装置の駆動装置の回路図。
【図２】図１の駆動装置の動作を説明するタイミングチャート。
【図３】図１の駆動装置に含まれるトランジスタおよびトランスファゲートの制御状態を
説明する図。
【図４】本発明の第２実施例である有機ＥＬ表示装置の駆動装置の回路図。
【図５】図４の駆動装置の陽極ドライバの出力回路の回路図。
【図６】図５の出力回路に含まれるトランジスタ５３１(0)、５３１(1)の駆動信号による
制御状態を説明する図。
【図７】図４の駆動装置の動作を説明するタイミングチャート。
【図８】図４の駆動装置に含まれるトランジスタおよびトランスファゲートの制御状態を
説明する図。
【図９】有機ＥＬ表示装置の概略構成図
【図１０】従来の有機ＥＬ表示装置の駆動装置の回路図。
【図１１】図１０の駆動装置の動作を説明するタイミングチャート。
【符号の説明】
４００、５００　駆動装置
４１０、５１０　陽極ドライバ
４２０、５２０　陰極ドライバ
４３０、５３０　陽極ドライバの出力回路
４３１、５３１(0)、５３１(1)　Ｐチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタ
４３２、５３２　Ｎチャネル型出力用ＭＯＳトランジスタ
４３３、５３３　プリドライバ部
４３４、５３４　制御部
４３５、５３５　Ｐチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタ
４３６、５３６　Ｎチャネル型制御用ＭＯＳトランジスタ
４３７、５３７　トランスファゲート



(18) JP 4790895 B2 2011.10.12

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】

【図６】



(19) JP 4790895 B2 2011.10.12

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】



(20) JP 4790895 B2 2011.10.12

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(56)参考文献  特開２０００－１０５５６４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１４３４２９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２３１８３４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０４５０７１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G09G3/20,3/30-3/32



专利名称(译) 用于驱动有机EL显示装置的方法和设备

公开(公告)号 JP4790895B2 公开(公告)日 2011-10-12

申请号 JP2000151394 申请日 2000-05-23

申请(专利权)人(译) Kansainippondenki有限公司

当前申请(专利权)人(译) 瑞萨电子公司

[标]发明人 植田敏明

发明人 植田 敏明

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H01L51/50

FI分类号 G09G3/30.J G09G3/20.612.T G09G3/20.621.F G09G3/20.623.B G09G3/20.641.D G09G3/20.642.D 
H05B33/14.A G09G3/3216 G09G3/3266 G09G3/3275

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC31 3K107/EE02 3K107/HH02 3K107/HH04 5C080/AA06 5C080
/BB05 5C080/DD08 5C080/DD30 5C080/EE28 5C080/FF12 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 
5C080/KK02 5C380/AA01 5C380/AB05 5C380/BB19 5C380/BB22 5C380/BC18 5C380/CA05 5C380
/CA08 5C380/CA29 5C380/CA30 5C380/CA53 5C380/CB01 5C380/CF54 5C380/DA06 5C380/DA49

其他公开文献 JP2001331149A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种用于驱动有机EL显示装置的方法和装置，从恒
定电流驱动到发光的上升时间减少。解决方案：与有机EL面板的阴极线
C1-Cn连接的阴极驱动器420使其脉冲的下降和上升与消隐信号BL的下降
和上升同步，并通过向其提供地电位来线扫描每个阴极线。基于具有消
隐时段的线序扫描信号S1-Sn，从每个输出电路450获得。此外，与阳极
线Al-Am连接的阳极驱动器410基于大电流控制信号执行与阳极线连接的
输出电路430的大电流控制，以在下次扫描时以恒定电流驱动PC在扫描
之前使其脉冲的上升与消隐信号的上升同步。该脉冲被设定为使其宽度
比消隐信号的宽度窄，并且输出端子OA1的电位略低于有机EL元件的有
机EL元件的正向电压VF1的电位。在大电流控制信号PC的脉冲的下降点
处，使其以所需的亮度发射。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c690fbf0-dee7-41a1-b398-6d430c5bb622
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018656961/publication/JP4790895B2?q=JP4790895B2

